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産
祝
い
金
制
度
）
・
出
向
者
と
の
連

絡
ツ
ー
ル
に
つ
い
て（
出
向
者
激
励

会
、
本
部
で
の
整
理
）
財
政
に
つ
い

て
（
物
価
上
昇
、
臨
時
交
付
金
の
設

定
）
・
坂
本
代
議
員
は
・
昇
級
制
度

の
見
直
し
に
つ
い
て
（
や
り
が
い
、

将
来
性
の
あ
る
昇
級
制
度
）
・
組
織

体
制
の
見
直
し
に
つ
い
て
（
青
女
世

代
の
組
合
離
れ
、
青
女
レ
ク
活

動
）
・
研
修
日
程
の
事
前
通
知
と
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
改
善
に
つ
い
て（
人
間

関
係
の
構
築
、
早
期
離
職
防
止
） 

（
社
宅
や
寮
へ
の
入
居
、
Ｊ
Ｒ
の
乗

車
賃
割
引
や
購
入
券
配
布
）
、
岡
田

代
議
員
が
・
自
然
災
害
と
安
全
・
安

定
輸
送
に
つ
い
て
（
自
然
災
害
へ
の

認
識
、
発
生
防
止
に
向
け
た
体
制
整

備
、
要
員
確
保
、
心
理
的
安
全
性
）

に
つ
い
て
発
言
し
ま
し
た
。 

 

大
会
３
日
目
は
田
中
代
議
員
の

小
委
員
長
報
告
を
皮
切
り
に
、
議
事

が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
今
定
期
大
会

は
人
事
大
会
で
あ
り
、
岡
山
地
本
選

出
の
福
本
英
治
さ
ん
（
岡
山
駅
連
合

分
会
）
が
副
執
行
委
員
長
（
専
従
）

に
、
髙
橋
宏
誠
さ
ん
（
岡
山
電
気
分

会
）
が
執
行
委
員
（
非
専
従
）
に
立

候
補
し
、
そ
れ
ぞ
れ
選
出
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
６
年
間
中
央
本
部
執
行

委
員
長
を
務
め
て
き
た
上
村
委
員

長
が
退
任
し
、
新
た
に
羽
野
書
記
長

が
執
行
委
員
長
に
就
任
し
ま
し
た
。 

全
て
の
議
事
の
後
、
最
後
に
羽
野

新
委
員
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で

「
第
３
７
回
定
期
中
央
本
部
大
会
」

は
閉
会
し
ま
し
た
。 

    

 

 

岡
山
地
本
は
７
月
２
４
日
（
木
）

１
３
時
半
～
、１
８
時
半
～
の
２
部

制
で
「
第
３
回
各
支
部
・
分
会
代
表

者
会
議
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

全
体
で
３
０
名
が
参
加
し
・
岡
山

地
本
「
第
３
６
回
定
期
大
会
」
に
つ

い
て
・
規
約
の
改
正
に
つ
い
て
・
組

織
に
つ
い
て
・
各
種
業
務
課
題
に
つ

い
て
・
退
職
者
協
議
会
へ
の
加
入
促

進
に
つ
い
て
・
家
族
支
援
共
済
へ
の

加
入
に
つ
い
て
・
各
支
部
・
分
会
の

状
況
報
告
に
つ
い
て
、
議
論
を
行
い

ま
し
た
。 

 

 

岡
山
地
本
は
７
月
５
日
（
土
）

１
３
時
～
岡
山
国
際
交
流
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
「
ユ
ニ
オ
ン
カ
レ
ッ

ジ
・
契
約
社
会
人
コ
ー
ス
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
こ
の
ユ
ニ
オ
ン
カ

レ
ッ
ジ
は
契
約
社
員
か
ら
社
員
採

用
さ
れ
た
組
合
員
と
社
会
人
採
用

組
合
員
を
対
象
に
、
３
７
名
が
参

加
し
ま
し
た
。 

 

初
め
に
堂
屋
敷
委
員
長
か
ら
主

催
者
代
表
挨
拶
が
あ
っ
た
後
、
Ｊ

Ｒ
西
労
組
の
紹
介
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
視
聴

し
、
特
別
講
義
で
「
労
働
組
合
と

は
」
、
「
Ｊ
Ｒ
西
労
組
の
共
済
制

度
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
学
習

し
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
「
前
の
会
社
と
Ｊ
Ｒ
西
日

本
の
違
い
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
ユ
ニ

オ
ン
カ
レ
ッ
ジ
は
閉
会
し
ま
し
た
。 

 
 

 

ショートムービー作品 表彰式 

ユニオンカレッジ 集合写真 

代表者会議 委員長挨拶 

 福本副執行委員長 就任挨拶 

上村執行委員長 主催者代表挨拶 

～ Ｊ Ｒ グ ル ー プ 全 体 で 安 全 確 立 に 取 り 組 も う ！ ～ 

今後の主な予定 

●岡山地本「女性フォーラム」 

・日 時：8月１日(金)11:00～ 

・場 所：ANAクラウンプラザホテル 

●岡山地本「ライフプランセミナー」  

・日 時：8月2日(土)10:00～ 

・場 所：岡山国際交流センター  

●岡山地本「第36回定期大会」  

・日 時：8月23日(土)12:00～ 

・場 所：オルガホール 

 

沖畠代議員 代表質疑 

Ｊ
Ｒ
西
労
組
中
央
本
部
は
７
月

１
６
日
～
１
８
日
に
福
岡
ア
イ
ラ

ン
ド
シ
テ
ィ
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
い

て
「
第
３
７
回
定
期
中
央
本
部
大

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
代
議
員
、

来
賓
、
傍
聴
な
ど
約
５
０
０
名
が

参
加
し
、
Ｊ
Ｒ
西
労
組
中
央
本
部

の
２
０
２
４
年
度
運
動
総
括
と
２

０
２
５
年
度
運
動
方
針
の
提
起
が

行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

岡
山
地
本
か
ら
は
今
井
新
市
さ

ん
（
岡
山
地
本
書
記
長
）
、
岡
田

賢
一
さ
ん
（
新
見
支
部
執
行
委

員
）
、
沖
畠
裕
章
さ
ん
（
岡
山
地

本
執
行
委
員
）
、
杭
谷
稔
将
さ
ん

（
岡
山
地
本
執
行
委
員
）
、
小
橋

り
え
さ
ん
（
岡
山
地
本
執
行
委

員
）
、
坂
本
真
七
香
さ
ん
（
岡
山

地
本
青
女
常
任
委
員
）
、
田
中
大

智
さ
ん
（
福
山
支
部
書
記
長
）
、

田
平
大
輔
さ
ん
（
津
山
支
部
執
行

委
員
長
）
、
渡
辺
卓
也
さ
ん
（
岡

山
支
部
執
行
委
員
）
の
９
名
が
代

議
員
と
し
て
出
席
し
、
責
任
傍
聴

９
名
、
一
般
傍
聴
１
０
名
の
体
制

で
参
加
し
ま
し
た
。 

大
会
１
日
目
は
上
村
委
員
長
の

挨
拶
か
ら
始
ま
り
、
経
過
報
告
、

活
動
方
針
の
提
起
な
ど
の
議
事
が

進
め
ら
れ
ま
し
た
。 

 

大
会
２
日
目
の
全
体
質
疑
で
は

岡
山
地
本
を
代
表
し
て
沖
畠
代
議

員
が
・
安
全
に
つ
い
て
（
重
大
労
災

の
発
生
、安
全
確
立
へ
の
取
組
み
な

ど
）
・
組
織
に
つ
い
て
（
求
心
力
の

強
化
、
全
支
部
分
会
オ
ル
グ
、
出
向

者
激
励
会
な
ど
）
・
春
闘
及
び
労
働

協
約
に
つ
い
て（
２
０
２
５
春
闘
の

振
返
り
、人
財
確
保
と
労
働
協
約
な

ど
）
・
万
博
一
時
金
に
つ
い
て
（
万

博
へ
の
取
組
み
、過
去
の
一
時
金
実

績
な
ど
）
の
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。 

全
体
質
疑
の
後
に
は
機
関
紙
コ

ン
ク
ー
ル
と
文
化
・
文
芸
作
品
の
表

彰
式
が
あ
り
、シ
ョ
ー
ト
ム
ー
ビ
ー

部
門
で
岡
山
地
本
が
優
秀
賞
、川
柳

部
門
で
原
崎
地
本
執
行
委
員
が
佳

作
を
受
賞
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
二

つ
の
委
員
会
に
分
か
れ
て
議
論
が

始
ま
り
ま
し
た
。 

第
１
小
委
員
会
（
組
織
・
財
政
課

題
）で
は
小
委
員
長
に
岡
山
地
本
選

出
の
田
中
代
議
員
が
選
出
さ
れ
、議

事
進
行
を
行
い
ま
し
た
。質
疑
で
は

今
井
代
議
員
が
・
本
部
の
会
議
の
あ

り
方
に
つ
い
て
（
会
議
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ

化
、
女
性
役
員
育
成
）
・
持
続
可
能

な
組
織
の
在
り
方（
地
方
新
幹
線
協

議
会
・
地
方
部
会
の
あ
り
方
）
・
教

宣
に
つ
い
て（
機
関
紙
の
電
子
化
）、

渡
辺
代
議
員
は
・
共
済
に
つ
い
て

（
資
料
の
共
有
、私
傷
病
共
済
の
出

第
２
小
委
員
会
（
業
務
課
題
）

で
は
杭
谷
代
議
員
が
・
住
宅
補
給

金
制
度
の
増
額
・
拡
充
に
つ
い
て

（
採
用
強
化
、
物
価
上
昇
対
策
）
、

短
日
数
勤
務
制
度
の
拡
充
に
つ
い

て
（
中
学
校
卒
業
ま
で
）
・
施
策

の
振
返
り
に
つ
い
て
（
チ
ー
ム
制

の
検
証
）
、
小
橋
代
議
員
は
熱
中

症
対
策
に
つ
い
て
（
ポ
ロ
シ
ャ
ツ

制
服
の
導
入
）
・
グ
ル
ー
プ
労
組

の
福
利
厚
生
の
充
実
に
つ
い
て

 

第
３
７
回
定
期
中
央
本
部
大
会 

 

 

髙橋執行委員 就任挨拶 

第
３
回
代
表
者
会
議
開
催 

 

ユ
ニ
カ
レ
契
約
・
社
会
人
コ
ー
ス 

川柳作品 表彰式 


